
３－３．ベンチャー企業の支援

(上段：万社　下段：割合）

日本 アメリカ イギリス ドイツ

76 311 98 41
[28%] [54%] [52%] [44%]

197 269 91 52
[72%] [46%] [48%] [56%]

全法人合計 273 580 189 93

　

利益法人

欠損法人等

赤字法人の国際比較

～日本の赤字法人は７割と各国と比較して高い～

（出所）平成26年９月19日第１８回地方法人課税のあり方等に関する検討会 参考資料により作成。
（注）日本は2012年度、アメリカは2010年、イギリスは2011年度、ドイツは2009年の値

ベンチャーキャピタル投資対GDP比（2014年）
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（出所）経済産業省「2014年版 中小企業白書」により作成。（出所）Global Entrepreneurship Monitorにより作成。
（注）起業者・起業予定者であるとの回答を得た割合。
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（出所）ＯＥＣＤ “Entrepreneurship at a Glance 2015”により作成。
（注）日本と南アフリカは2013年

～日本の起業者・起業予定者は低い～

（出所）内閣府「第1回 2030年展望と改革タスクフォース資料４」（平成28年10月3日） 12



３－３．ベンチャー企業の支援（続き①）

 年度毎の大学発等ベンチャーの設立数は減少し、日本のVCの投資対象は、日本よりも海外にシフト。

（出所）内閣府「第5期科学技術基本計画 参考資料集」（平成28年1月22日）
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３－３．ベンチャー企業の支援（続き②）

 米国式システムとは異なる現状

（出所）平成26年2月20日第2回経済財政諮問会議資料
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３－３．ベンチャー企業の支援（続き③）
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（出所）日銀「資金循環統計」。いずれも6月の数値。株式・投信等には、債務証券、その他を含む
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（出所）日本銀行「資金循環の日米比較（2016年９月）」により作成。
（注）日本、アメリカは2016年６月末、ユーロエリアは2016年３月末

（出所）内閣府「第1回 2030年展望と改革タスクフォース資料４」（平成28年10月3日） 15



３－４．イノベーションを促す規制・制度改革の促進

順位 イノベーション
1 スイス
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（出所）World Economic Forum “Global Competitiveness Report 2016-2017”により作成。

～日本は前年の５位から８位に後退～
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（出所）平成28年９月30日第15回経済財政諮問会議資料
（注）各年６月発表分。

（順位）

（出所）内閣府「第1回 2030年展望と改革タスクフォース資料４」（平成28年10月3日）
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３－５ ．科学技術・イノベーション予算の抜本的な強化

 潜在成長力の低下に直面している日本経済にとって、研究開発投資は経済成長の最大級の起爆剤。
 官民研究開発投資目標の達成に向けて資源配分を大きく見直す必要。

（出所）平成28年10月14日第16回経済財政諮問会議資料
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３－６ ．先進技術開発の誘発や初期需要確保のための公共調達の活用

 公共調達を活用して先進技術開発を誘発し、インフラ維持管理や公共サービスの省力化・省コスト化・広域化等を促進。

（出所）平成28年10月14日第16回経済財政諮問会議資料
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４－１ ．超スマート社会における競争力向上と基盤技術の戦略的強化

 Society5.0 ～超スマート社会を世界に先駆けて実現～

（出所）内閣府「第5期科学技術基本計画 参考資料集」（平成28年1月22日） 19



４－２ ．データの利活用促進

 データ分析スキルを有する人材の育成が進んでいない。

（出所）内閣府「第5期科学技術基本計画 参考資料集」（平成28年1月22日） 20



４－３ ．ＡＩやＩｏＴの進化・普及を踏まえた柔軟な働き方の促進

 我が国の「仕事・働き方」を取り巻く環境は大きく変化しつつある。

（出所）経済産業省「第4次産業革命への対応の方向性」（平成28年1月）

（出所）総務省「平成28年度 情報通信白書」
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(参考)我が国の各分野における将来像の例（産構審中間整理より）

（出所）産業構造審議会 新産業構造部会「新産業構造ビジョン中間整理」より作成（平成28年４月27日）

個 人 社 会
移動

スマートに暮らす

スマートに手に入れる

○移動困難者の解消

【「買物弱者」700万人、免許非保有者約4千万人】

○離島等における生活必需品流通の改善
【全部離島の人口31.9万人】

○交通事故が減り、より安全に移動

【事故死亡者4117人(2015年)】

【事故による経済的損失額は6.3兆円(2009年)】
○通勤時間の有効活用により、働き方が自由に

【自動車通勤平均所要時間は片道約20分前後】

○一般道や高速での円滑な交通の流れが実現し、CO2等の環境負担が減少

【渋滞により年間33億人・時間、10兆円の経済損失】

【国内運輸部門のCO2排出量2.2億トン(全体の17%)】
○災害時の物資輸送等の緊急対応が迅速化

●交通システムやドローン官制システムがデータ接合されて統合管理されること

で、不具合時のリスクの規模が飛躍的に増大

○洗濯・掃除等の家事負担が減り、共働きがより容易に

【女性の結婚後の就業率65.3%、出産後の就業率23.1%】

○見守りによる独居高齢者問題の解消
【東京23区内における一人暮らしで65歳以上の人の自宅での死亡者数:2,869人】

○家庭内での事故死の減少(ヒートショック等)

【家庭における不慮の事故死者数:1.4万人】

●住宅環境データ流出による犯罪利用のリスク

○生活需要に合わせた、無駄のない流通が実現。

【食品ロス率:3.7%】

○製品の所在地の特定等により、リコール回収率及び廃家電回収率の向上
【リコール未対策品の重大製品事故件数:100件/年】

●ネットワーク接続拡大によるサイバーテロのリスク

○欲しいモノが必要な時に適正価格で手に入るようになる ○生産工程での無駄ゼロ実現(国際競争力の強化、環境負荷の低減)【産業部門(工

場等)のCO2排出量約4.3億トン(全体の32.8%)】

○高度なモノづくり拠点の国内立地の促進(新たな雇用の創出、地域経済への経済
波及)【製造業の海外生産比率24.3%(2014年)】

○モノのネットワーク化による、廃家電の不法投棄等の抑制【不法投棄された廃家

電を回収した台数(推計値)74,600台】

スマートに手に入れる

スマートに暮らす

移動
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